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・土壌の水分バランス・

保肥力を高め酸素を

十分に供給します。

・ミネラルの補給をし、

毛細根の発生を促します。

・暖効性カリ成分が豊富

なので植物を健康で

丈夫に育てます。

日本の松枯れをはじめ世界で森林の荒廃が進んでいます。

化石燃料と大量の汚染物質が大気から大地に降り注がれ、松・ナラ・栗・桜・ブナ枯れと広がっています。

土壌に力がある時代には、豊富なミネラルに守られていましたが、長年続く酸性雨がこの50年で土壌のミネラルを

3分の1にしてしまっているということです。。

しかし、日本の炭焼き職人さんが外国へ出向いては炭を焼いているという話題から、世界の様々な産業分野で炭の

持つ可能性が今注目の的となっています。酸性化した土壌を中和させることで、元気な土に復活させ樹木を

よみがえらせる驚くべき「炭の力」!!。
なかでも、農業の分野においては、疲弊した土壌の水分バランス・保肥力を高め、酸素を十分に供給します。

ミネラルの補給をし、毛細根の発生を促進します。また、有用微生物の繁殖を促し、連作による様々な障害を改善

します。

木紅木の炭は、針葉樹を原料として、低い温度で焼いていますので、消し炭の一歩手前の状態で大きさは

1～3㎝ほど。指でつぶれるくらい柔らかく「散布しやすい」と喜ばれています。

世界にいち早く炭焼き技術を広められて”炭博士”と親しまれたつくば大学名誉教授の故 岸本定吉博士が「この炭

だ！土壌改良にはこの炭が最高だ！」とおっしゃってくださったのが、木紅木の”木炭チップ”です。

※放射能測定分析結果は定量下限値20Bq/kgで〈ND〉検出されておりません。

トマト・キュウリ・苺・葉物・根菜・果樹栽培農家の皆様へ

使いやすくて土壌改良には最高の炭だ！ 世界中に日本の炭焼き技術を広め

た岸本定吉博士が太鼓判！

3～4年ごとに畑に順ぐり入れてるよ。キクノールもずっと使っ

ているからセンチュウ害は気にならなくなった。

（郡山市30年来のトマト農家さん）

天候不順に左右されない土づくり！いわば保険のようなもの

だよ。（栃木県・福島県苺農家さん）

製造販売元

「有機JAS表A1」 適合資材

の木炭チップ

1袋約30Ｌ
重さは3㎏弱

土のう袋入り

P.H7～8
10mm～30mmの

柔らかい粒状なので

撒きやすく潰しやすい

有用微生物の棲み家
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